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Exhibition of scientifi c demonstrations in “ SCIENCE AGORA 2012 ”
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Summary In “ SCIENCE AGORA 2012 ”, our project team “Science in whatever and wherever !” exhibited three 
scientifi c demonstrations for small children.  The fi rst demonstration was a magic one: the appearance of three new 
colors by mixing two solutions of the different colors.  The second was an experiment: radial separation of color 
components by paper chromatography from a colorful mosaic circle drawn with color felt-tip pens on a kitchen 
paper mat.  The third was another magic one: a weird artificial octopus in a water-filled plastic bottle, moving 
downward or upward by squeezing or loosening the bottle.  These demonstrations amused not only many children 
but also several primary and high school teachers. 
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次に、家族連れの方達が続々と訪れてきた。幼稚園
児～小学校３年生の幼児・児童が多く、彼等は存分に
楽しんでいた。しかし、「おもしろ～いタコ！」を楽
しむための握力が弱かったこと及び理解できなかった
所為か、残念ながらタコへの興味・関心度はやや低かっ
た。しかし、彼等にもタコのお土産を見せたところ、
嬉しそうに受け取ってくれた。ここに掲げた写真は２
枚だけであるが、これは、次々と訪れる大勢の子ども
達の指導に追われ、撮影が追い着かなかった為に他の
子ども達を写しそびれてしまった結果である。なお、
ここに掲げた顔写真は、保護者の方々の了解を得てい
る。楽しんでいる姿・表情がとても印象深かった。
90 石橋、藤田、大濱、川口
テーマ２；実験「いろをわけてみよう」
（ⅰ）用意するもの
　①天ぷら敷き紙　　② 500mlのペットボトルを　
　　高さ約１cmに輪切りにした円筒
　③水性や油性のサインペン　　④ボールペン　　　 
　⑤水または消毒用エタノール
　⑥５mlのポリエチレン製スポイト（水を１滴ずつ
　　滴下できるように頭部にピンホールを開いておき
　　水を吸い上げるときはピンホールを指で塞ぐ）
（ⅱ）実験
　　図４－ａに示したように、天ぷら敷き紙の中心付
　近に種々の色の水性サインペンで小さな円を描く。
　描くとき、個々の色の間隔を少しとる。この天ぷら
　敷き紙をペットボトル製円筒の上に乗せ、描いた小
　円の中心に、水を吸い上げたスポイトから水滴を１
　滴ずつ滴下する。水滴は、敷き紙上のサインペンの
　色素を少しずつ溶かしながら外側に浸透してゆく。
　このとき、個々の色素の水への溶解度と紙への吸着
　度の差により、色素は分離され遊離してゆく。
　　油性のサインペンやボールペンの場合には、水の
　代わりに消毒用エタノーを滴下すると良い。
テーマ３；マジック「おもしろ～いタコ！」＝水を充
満したペットボトルの中にタコが浮いている。餌の小
魚を見せると下に降りてくるが、お腹いっぱいになる
と浮かんでゆく、不思議なタコ。
（ⅰ）用意するもの
　① 500mlのペットボトル　　
　②赤と黒の油性マジックペン
　③頭部の丸い、５mlのポリエチレン製スポイト　
　④ホッチキス
　⑤ポリエチレン製果物用クッション材の小片
（ⅱ）「タコ」の製造
　　図６－ aのようにスポイトの頭部を切り取る。次
　に、図６－ｂのように、下部をタコの足になるよう
　に８本に切り分け、各足にホッチキスの針を、針の
　凸部が足の裏側に来るように打ち込む。この針を、
　タコの足のように外に反らす。なお、針を同じ向き
　に少し捻っておくと、タコが上下に動くときに軽く
　回転して面白い。最後に、タコの表面をマジックペ
　ンで赤く塗った後に目と口を黒のペンで書き加えて
　完成である（図３－ｃ）。
（ⅲ）タコの頭部に挿入するクッション材の調節　　
による浮沈ダコの製造
　　200ml程度のコップ（または 500mlのペットボ
　トルの下約 1/2程の底部分。こちらの方が、横から
　も観察できるので好ましい）に水を張る。
　　クッション材の小片（直径約５mm）と共に水を
　入れたタコを逆さにして（すると、図７のようにクッ
　ション材の小片が頭部の上部に上がってくる）、水
　を張ったコップ（またはペットボトルの底部分）に
　浮かべてみる。このときタコがゆっくりと浮き上が
　ってゆく程度（秒速 2.5～３cm）に、クッション
　材の小片の大きさを調節する。
ａ　スポイトの
頭部
ｂ　タコの足の作成 c　完成図
白い小片
図６　タコの製造過程と構造図
図７　タコの断面図。中の小片の位置
（ⅳ）実　演
　「88ページのテーマ 3の（実演）を参照。」
